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これまでの事業や来館者の報告 
 今年度も残りわずかとなりましたが、これまで、公益財団法人 雨岳文庫と特定非営利法人 

雨岳文庫を活用する会が連携しながら、様々な事業を行いました。各事業にはたくさんの方が

参加してくださいました。また、山口家住宅や、資料館の見学にも多くの方が来館してくださ

いました。 

他にも、雨岳文庫の友好団体による雨岳文庫を活用した事業も多く行われ、多くの事業に対

して公財やＮＰＯも協力しました。 
 

ー公益財団法人雨岳文庫― 

-及び-ＮＰＯ＆友好団体 他― 
雨岳文庫の収穫祭 

11/11(日)、好天の下で、30 家族 121 人、

スタッフ 70 人で、雨岳文庫の収穫祭を行い

ました。 

サツマイモを掘った後、伊勢原市立子ども

科学館のシャボン玉教室、伊勢原グリーンイ

ンストラクターのどんぐり細工、雨岳自然の

会のポン菓子、リース、Can ガーデン、竹と

んぼ飛ばし、などで遊びました。 

他にも、新鮮野菜や大学イモの販売なども

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族そろって 

～古民家で昔ながらの味噌作り～ 
２/10(日)、20 家族 37 人の参加者が４班に

分かれて味噌づくりを行いました。朝から煮

られた大豆を臼に入れ杵でつぶし、米麹と塩、

種味噌、豆

の煮汁を混

ぜて、味噌

玉を作り樽

に投げ込む

という、昔

ながらの道

具と方法で

作りました。 

 

―雨岳ガイドの会―  
明治 150 年記念企画展 

「大山寺と阿夫利神社」 

10/７(日)から、雨岳文庫資料館で企画展

がスタートしました。「大山寺と阿夫利神

社」の歴史および関連の史跡を含め分かりや

すく解説しています。 

今回の企画展には、黒岩神奈川県知事や髙

山伊勢原市長をはじめ、多くの方々にご来館

いただいています。 
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文化財ウォーク 

「青山道（海老名～厚木）」 
９ /22(土 )、

天気予報では

「雨」にもか

かわらず、21

人に参加いた

だきました。

このウォーク

では奈良時代

からの海老名の発展を史跡から探りました。 

 

「青山道（愛甲宿～下糟屋）」 

12/15(土)、一般参加者 36 人、スタッフ 10

人で、北風が寒い日でしたが、楽しいウォー

クとなりました。 

この地域

には、弥生

時代から古

墳時代の遺

跡群が残り、

平安後期か

ら鎌倉時代

初期には愛

甲氏・石田氏・糟屋氏が大きな力を持ち、江

戸時代には大山詣りの人々で賑わうなど、太

古から現在まで、人々が住み歴史を作ってき

たことを実感しました。 

 

―雨岳民権の会― 
雨岳民権講座 

「女性史から見る 

自由民権の時代や今日の状況」 
５/27(日)、女性史研究家でありノンフィク

ションライターの江刺昭子氏を講師にお招き

し、｢女性史から見る自由民権の時代や今日

の状況｣とい

うテーマで講

演をいただき

ました。この

ような切り口

のお話をこれ

までに伺う機

会がなく、新

たな気づきをいただきました。 

 

「いま学び直す自由民権運動」 
10/14(日)、早稲田大学の大日方純夫教授

をお迎えし、「いま学び直す自由民権運動」

と題し、山口家主屋にて講演をいただきまし

た。当日は道灌祭の日でもありましたが、70

人以上の皆さんに参加していただき、当時の

自由民権運動

の社会背景を

交えた活動の

真相などを深

く語っていた

だきました。

後半は、自由

民権運動を主

導された山口左七郎氏、伊達時氏、神崎氏の

ご子孫によるエピソードをお聞きすることが

出来、当時の皆さまの熱い思いを知ることが

出来ました。 

 

―雨岳文庫クラブ― 
雨岳文庫周辺の環境整備 

諸行事の事前準備 
○11/24(土)、みどりのまち振興財団からい

ただいた花を、二の鳥居のまわりに植えて

いただきました。ユリの球根も３年ぶりに

掘り起こし植え替えました。 

○今年の台風で壊れてしまった資料館の横の

竹垣を、瀬戸さんに教えていただきながら、

庭の竹を使って直していただきました。 

○12/23(日)、年末を控えて庭の大掃除をし

ていただきました。 

○１/19(土)、剪定した梅の枝をチップにし

て、梅畑の散策路作りを行っていただきま

した。 

 

―友好団体による活用― 
市民提案型共同事業 
「春色フェスタ」 

２年ぶりにリニューアルした春色フェスタ

が２月下旬から３月初旬の土日に開催され、

たくさんの方に来援いただきました。参加者

からは、「去年は開催されていなくてさみし

かった」という声も多数聞かれ、皆さん楽し

んでいただいたようです。 
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国登録有形文化財「山口家住宅」の公開 
 11/３(日･祝)、伊勢原市教育委員会主催の

「国登録有形文化財特別公開」が開催されま

した。雨岳文庫も

この事業に協力し、

築 180 年を超える

最後の代官屋敷

「山口家住宅」を

公開し、来館者の

皆様を雨岳ガイドの会が案内しました。10 人

ほどの方が来訪され、企画展の展示と主屋の

設えを楽しまれました。 

 

侘楽侘楽茶会  

原則、毎月第３土曜日に、侘楽侘楽(だら

だら)茶会によるお茶会が開かれています。

日本茶だけでなく、様々な、上等で質の良い

お茶を楽しく味わいながら、お茶の話題に花

を咲かせるお茶会です。 

 

丹沢ドン会（そば打ち） 
12/15(土)、丹沢ドン会の皆さんが育てた

そば粉を使って、そば打ちを行いました。 

 

雨岳自然の会による梅の木の剪定 
１/20(日)、青空の下で、雨岳自然の会の

皆さんが梅畑の剪定を行ってくださいました。 

能を知る楽しみ（第４回） 

～和文化の集い 

 お茶席と薩摩琵琶と能～ 
12/24(月･祝)に、古典芸能を守る会主催の

「能を知る楽しみ」が行われました。もとも

と、９月に予定されていたものが 12 月に延

期して実施されました。 

40 人ほどの参加者は、｢薩摩琵琶｣の演奏を

聴き、｢能｣を 

観た後、ワー 

クショップと 

して、能面や 

装束のお話を 

聞いたり、薩 

摩琵琶にふれ 

させていただ 

いたりと貴重 

な体験をしました。また、宮様の離れと中庭

にはお茶席が設けられ、裏千家の皆様による

お茶のおもてなしをいただきました。 

＊能の講師：観世流能楽師(重要無形文化財

能楽保持者) 加藤 眞悟氏 

＊琵琶演奏：錦心流琵琶一水会会長 

 田中井 琇水氏 

＊お茶席：裏千家茶道准教授 

 尾田 宗和氏 他 

参加をお待ちしています！ 
 

NPO 活用する会定期総会 
（日 時）５/26(日) 12:30～13:30 

（場 所）山口家住宅 

 

民権講座(講演･学習会)（雨岳民権の会） 
（日 時）５/26(日) 14:00～15:45 

（場 所）山口家住宅 

（講 師）歴史ジャーナリスト、元朝日新

聞記者 渡辺延志氏 

（演 題）「地域に刻まれた歴史を見る眼

差し」(仮題) 

 

文化財ウォーク（雨岳ガイドの会） 
３月から毎月（８月、１月を除く）実施

します。 

日時・場所・参加費などは、『2019 年度

の主な予定及び活動』を参照ください。 

詳しくは、公民館などに置いてある「ち

らし」をご覧下さい。 

◆３/16(土) 9:00～15:00 

「青山道(上粕屋～大山)」 

参加費:500 円、定員:45 人 

民権散歩（雨岳民権の会） 
◆第３回… ３/30(土) 10:00～15:00 

「自由民権の里‟南金目(平塚)”を歩く」 

参加費:700 円、定員:30 人 

◆第４回… 10 月中･下旬、厚木地域 

◆第５回… ３月中･下旬、秦野地域 

 

能を知る楽しみ（古典芸能を守る会） 
（日 時）10/５(土) 13：30～16：00 

（場 所）山口家住宅 

（内 容）能・薩摩琵琶・お茶 

（参加料）前売り 2,000 円／当日 2,500 円 

 

林家たけ平独演会（古典芸能を守る会） 
（日 時）11/９(土) 13:00～ 

（場 所）山口家住宅 

（内 容）真打 林家たけ平の落語 

＊林家正蔵の一番弟子 

＊東海大学文学部広報学科卒 

（参加料）前売り 2,000 円／当日 2,500 円 

（申込み）電話(090－1802－7091) 

mamachikasato@ezweb.ne.jp 
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お問い合わせ先 雨岳文庫（山口） 

TEL／FAX：0463‐95‐0002

 

2019年度の主な予定及び活動   H31(2019).2.24現在 

 

期日 行  事 主催・担当 時刻等 参加費 申込み方法等 

３ 

16 土 
文化財ウォーク 

「青山道(上粕屋～大山)」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

30 土 
民権散歩 

「自由民権の里‟南金目(平塚)”を歩く」 
公財雨岳文庫 

雨岳民権の会 

14：00 

～16：00 
700 円 

メール or 電話 

先着 30 人 

4 

７ 日 語り芝居 でんでん座 
13：00 

～15：00 
  

20 土 
文化財ウォーク 

「大山寺と阿夫利神社」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～12:30 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

５ 

18 土 
文化財ウォーク 

「大山道合流の地 上粕屋」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

26 日 
ＮＰＯ活用する会総会 NPO 活用する会 

12：30 

～13：30 
  

民権講座【講演・学習会】 
公財雨岳文庫 

雨岳民権の会 

14：00 

～16：00 
  

6 15 土 
文化財ウォーク 

「大山の門前町」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

7 20 土 
文化財ウォーク 

「厚木と渡辺崋山」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

9 21 土 
文化財ウォーク 

「開村 400 年の伊勢原」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

10 

５ 土 能を楽しむ会 古典芸能を守る会 
13：30 

～16：00 

前売り 2,000 円 

当日 2,500 円 
メール or 電話 

19 土 
文化財ウォーク 

「海からの大山道」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

11 

９ 土 林家たけ平独演会 古典芸能を守る会 
13：00 

～16：00 

前売り 2,000 円 

当日 2,500 円 

メール or 電話 

厚木たけ平の会 

16 土 
文化財ウォーク 

「明治・大正の大山道」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

12 2 土 
文化財ウォーク 

「比々多神社周辺」 
公財雨岳文庫 

雨岳ガイドの会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

○山口家住宅及び資料館は、原則として、日曜日（年末年始、お盆を除く）に開館しています。 

○｢雨岳ガイドの会｣による山口家住宅の｢総点検｣(整理・整頓・清掃)は、原則、第３月曜日に実施。 

○｢雨岳民権の会｣の活動は、原則、金曜日に実施。 

○｢古文書調査会｣は、原則、毎月第２金曜日(14:00～16:00)に開催。無料 

○｢雨岳文庫クラブ｣は、原則、毎月１回、雨岳文庫庭内の整備等の活動を実施。 

○｢侘楽侘楽茶会｣は、原則、毎月第３土曜日(11：00～15：00)に開催。参加費 2,000円 

 

※表中の、“公財雨岳文庫”は｢公益財団法人雨岳文庫｣、“NPO 活用する会”は｢特定非営利活動法

人雨岳文庫を活用する会｣、“自然の会”は｢雨岳自然の会｣を表します。 

※｢雨岳自然の会｣の連絡先は、『ugakusizen@gmail.com』 

『田中：080‐9705‐3553』です。 
 

 

ご寄付やご協力のお願い 
 公益財団法人雨岳文庫が所蔵する歴史資料の保存及び管理やその活用に係る事業実施のため

の費用については、ＮＰＯ法人雨岳文庫を活用する会の会費、財団雨岳文庫へのご寄付、国ま

たはその他の機関からの助成に頼っています。 

また、各事業はＮＰＯ雨岳文庫を活用する会会員の皆様やその他の皆様のご厚意やボランテ

ィア活動によって実施されています。 

今後も雨岳文庫に係る活動を継続していくために、皆様方のご寄付やボランティアとしての

ご協力を頂ければ幸いです。 

mailto:ugakusizen@gmail.com』

